
         Ｇ２０ 大阪市民サミット 「万博・ＳＤＧs 分科会」 

           どないする大阪の未来ネット  馬場徳夫 

「夢洲」の最善の土地利用は「廃棄物処分地⇒物流基地」 

夢洲開発の歴史を追って 

 １９７７年  「埋⽴」免許所得  廃棄物処分地の整備に着⼿ 
 １９９１年  ⼟地造成開始 
 ２００２年  夢洲コンテナ埠頭・供用開始 

        「夢舞⼤橋」（夢洲〜舞洲）開通 （⽚側２⾞線） 
           （世界初の「浮体式旋回可動橋」  総⼯費６３５億円） 
 ２００９年  コンテナ埠頭・３バース（C－１０、C－１１、C－１２）一体運用 

            ⽔深 C１０〜１１・・１５m  C１２・・１６m 
        「夢咲トンネル開通」（咲洲〜舞洲）⾃動⾞道⽚側２⾞線、総⼯費（１，０６０億円） 
 ２０１１年  関⻄イノベーション国際戦略総合特区指定 
          税制・財政・⾦融上の⽀援措置、事業内容により固定資産税・都市計画税等 
          の地⽅税の５年間ゼロ、続く５年間半額の税制優遇など。 
 ２０１２年  夢洲開発の長期計画策定 

          海⾯処分場 → 廃棄物等の受⼊継続 
             建設残⼟・浚渫⼟砂の処分→「夢洲２・３区」、「新島２−１区」、 
             廃棄物 → 「夢洲」１区、 新島１区（フェニックス） 
           ＊受⼊完了⾒込み 
             １区 廃棄物  〜２０２５年最終  
             ２区 浚渫⼟砂 〜２０２１年最終  建設残⼟ 〜２０２５年最終 
             ３区 浚渫⼟砂 〜完了       建設残⼟ 〜２０１８年最終 
 ２０１３年  夢洲コンテナヤードの北西部 物流ゾーンとして売却募集開始  

 ２０１３年  地下鉄・コスモスクエア駅〜夢洲間のバスルート開通（北港観光バス株式会社） 
 ２０１５年  万博誘致・IR・カジノが浮上し、夢洲の土地売却募集を中止。 

        建設残⼟・⼀般廃棄物・浚渫⼟砂等の受⼊計画変更。将来「新島」へシフト 
 ２０１８年１１月 「２０２５年万博（大阪・関西万博）」が決定 

 ２０１９年 ４月 夢洲の都市計画変更（素案）発表            

   夢洲の土地利用方針の変更 

      第１期整備 （７０ha） 北側区域（鉄道駅より北側） 

         カジノを含む IR を核として、MICE 施設、エンターテインメント施設、商業 
         ・飲⾷施設の整備  ＊MICE 施設（ミーティング、研修、国際会議、イベント） 
         集客⼈⼝：約１，５００万⼈／年。              
      第２期整備 （６０ha） 中央区域（鉄道駅より南側） 

         万博会場の建設  開催後は第１期の事業の拡充や最先端技術の実証実験との 
                  相乗効果を⽣み出す産業・ビズネス機能や関連機能を導⼊。 
         集客⼈⼝：（１期〜２期） 約２７００万⼈／年 
      第３期整備 （４０ha） 南側区域 

         ⾮⽇常空間を感じられる⻑期滞在者⽤の機能やその関連機能を配置する 
         集客⼈⼝：（１期〜３期） 約３０００万⼈／年 
 



      道路整備  夢洲環状１号（幅員 30ｍ）  夢洲環状 2 号（幅員 30ｍ） 
            夢洲中央線（幅員３４ｍ）  駅前広場（1ｈａ） 
      下水道   公共下⽔道として整備、当該地区を此花処理区の排⽔区域に編⼊。 
            ポンプ場の追加を⾏う。 
 

廃棄物処分地・事業費会計・急速施工期間に難題が 

夢洲埋立総事業費の起債償還が大幅に先送りに。 

   下記の通り、夢洲の埋⽴等の総事業費は、３３４９億円と試算され、内埋⽴費は３１１９億円 
  （⼀般会計１３１０億円、港営会計１８０９億円）と策定された。そのための起債（借⾦）の償還 
  は、埋⽴地を整地して、強⼤な建物を要しない「国際コンテナ貨物」中⼼の物流基地として物流業者 
  に売却し、起債償還に充てる計画が今回の変更で完全にとん挫してしまった。 借⾦の先送り？ 

＜従来の港湾開発の財政＞ 

    ⼤阪港ベイエイリア開発総事業費 
      事業費総額（１兆１２８２億円） 
                  （⼀般会計４４２５億円、港営会計６８５７億円） 
      基盤整備（３７０９億円）（⼀般会計 ３１２億円、 港営会計３３９７億円） 
      埋 ⽴ （３１１９億円）（  〃 １３１０億円、  〃  １８０９億円） 
      護 岸 （４４５４億円）（  〃 ２８０３億円、  〃  １６５１億円） 
    起債の償還計画に重要な「夢洲」の⼟地売却収益 
    夢洲埋⽴総事業費３３４９億円（⼀般会計１６５０億円、港営会計１６９９億円） 
       ２０１３年度以降 ⼟地販売で １０１２億円の収⼊を⾒込んでいた。 
 

   大阪港の人工島・収支 （２０１６年現在） 

   夢洲   咲洲  舞洲 

⾯     積  ３９０ha １０１４ha  ２２０ha 
分譲・貸出対象地域の利⽤率   ２４％  ９３％     ８０％ 
事  業  費 ３３４９億円 ４５４７億円  ８４７億円 
⼟地の販売実績（12 年度迄）    ８億円 ４４８０億円  ７８６億円 
⼟地の販売⾒込（13 年度以降） １０１２億円  ６３１億円  １２０億円 

 

大阪港埋立事業の長期収支見込みの危うさ！・・IR・カジノ用土地、事業者は買うでしょか？  

   今年５⽉、⼤阪市港湾局は夢洲の⼟地利⽤計画の⼤幅変更に伴い、急遽、⻑期収⽀⾒込を発表 
  した。 廃棄物処分地を新島に変更し、物流基地と観光基地を併⽤し、つけ焼き的な財政⾒込み 
  を作成したが・・・・財政投資は進むが、借⾦償還は⼤きく先送りか・・？ 
 
             大阪市港湾局の収支見込の要点 （夢洲を抜粋） 

   パターン１（予定地の売却の場合）              

      現在の累積資⾦残⾼は、２０１９年〜１０２１年 １５９億円〜１５４億円で推移 
     ２０２２年に「⼟地売却」で ８８０億円となり、以降 減少しても２０２８年でも 
     ６６５億円を維持できると試算している。 （⼤阪港振興基⾦ ６２億円含む）、但し、 
     ２０２２年度 IR 事業者負担予定の ２０２，５億円の確保が絶対条件としている。 

   パターン２（予定地の賃貸の場合） 



      ２０２１年までは、パターン１と同じ、以降 賃貸料収⼊があるが 累積資⾦残⾼は 
     ２０２２年：３１８億円〜２０２８年：２５６億円にとどまる。 IR 事業者２０２億円 
     の負担を絶対条件としている。  
 
                 夢洲土地造成事業費 

   通常の⼟地造成費 ２０１７年〜２０２８年  計；３５億３百万円（年平均２億９千万円） 
   万博・IR・カジノ地区の⼟地造成・基盤整備費 
       万博⽤地 埋⽴・盛⼟  ２０１９年〜２０２１年：   １３６億円 
       IR ⽤地   〃      ２０１９年〜２０２０年：    ３０億円 
       外周道路        ２０１９年〜２０２４年：    ３４億円 
       ⾼架道路        ２０１９年〜２０２４年：    ４３億円 
       夢洲幹線道路      ２０２０年〜２０２２年：     １億４千万円 
       下⽔道（排⽔管等）   ２０１９年〜２０２４年；    ８４億円 
       上⽔道（ポンプ等）   ２０１９年〜２０２４年；    ２６億円 
       北港テクノポート線（開発者負担）２０２０年〜２４年： ２０２億５千万円 
                             計 ５５６億３千５百万円 

                夢洲の土地売却・賃貸予定額 

   パターン１ （IR 予定区域全⾯を売却する場合） 
     予定区域 ４９ha（１２万円／㎡）   ２０２２年度⼀括売却  ５５８億円 

     拡張区域  ７，２ha（１２万円／㎡） ２０２８年より２０年間   ８億６千万円 
   パターン２ （IR 予定地を賃貸する場合） 
     予定区域・拡張区域とも売却せず。 但し契約期間終了後は商品化期間１年後２０年で売却 
          賃貸料、 １㎡ あたり ⽉ ４３５円とした。 
 
 ＊問題点 ・ 大阪府・市の負担は際限なく拡大？ 

    ・ 夢洲の「万博・ＩＲ・カジノ」のために特別造成費⽤  支出 ５５６億円、 

   （２０２２年でＩＲ業者に売却できたとして 収⼊ ５５８億円） 
  従来からの計画（⼟地売却費収⼊⾒込み １０１２億円は棚上げ。将来負債 
・ 万博会場建設費（１２５０億円を３等分）     府・市負担 ４２０億円 

・ 地下鉄延伸のための費⽤不⾜分はいくら、どこが負担？ 
・「⼤阪都構想」の初期費⽤と移⾏費⽤        １５００億円（４分割案） 

          ＜大阪市の一般会計・特別会計等は破綻しませんか！＞ 

 

 「物流」と「観光」の共倒れの危険性！ 

 外貿コンテナ拠点をめざす夢洲コンテナ基地 

   ２０１４年外貿コンテナ貨物取扱量 

       夢洲 C１０〜C１２ ９２万 TEU （⼤阪港全体２２１万 TEU の４０％） 
             ＊TEU （Twenty-foot  Eguivalent  Units） 
                           （２０フイートコンテナを １ TEU として換算） 
   ２０２５年前後の目標（阪神港港湾計画より） 

      夢洲 で １３０万 TEU （⼤阪港全体 ２７１万 TEU の５０％めざす） 
 
   世界の港のコンテナ貨物取扱量・・・・大きく水をあけられる。（2017 年度速報値） 



      上海 ４０２３万、 シンガポール ３３６７万、 深圳 ２５２１万、 
      ⾹港 ２０７６万、 釜⼭     ２０４７万、 広州 ２０３７万、 
      ⻘島 １８３０万、・・・・・・・・・・・・・・・ 
          ⽇本  横浜 ２９２万、 神⼾ ２９２万、 名古屋 ２７８万、 
              ⼤阪 ２３０万、         （いずれも単位 ＴＥＵ） 
   夢洲コンテナターミナル（株）の概要 （DICT） 
         参画企業：（株）⾠⺒商会 （株）住友倉庫 （株）上組 三菱倉庫（株） 
             ：（株）⽇新   ⼭九（株） 近畿港運（株）  
 

夢洲への「アクセス」２本の交通量 

    「夢咲トンネル」（⽚側２⾞線）と 夢舞⼤橋⇒此花⼤橋（⽚側２⾞線） 
      現在でも、⽉・⽕は渋滞・・・特に「橋」はコンテナ荷役待ちで、⼀⾞線が動かず。 
    ２０１６年に⼤阪市が夢洲の出⼊り２ルート⾞両数調査 
        １⽇：延べ ３５００台  混雑時：１時間に１０００〜１５００台 
             （ほとんどが コンテナ⾞両、⼤型トラック） 
   ２０２５年には、コンテナ取扱量を現在の ４０％増を⽬標とするため、コンテナ輸送だけでも 
  夢舞⼤橋及び此花⼤橋の「拡幅」は必須条件。 とても、万博・IR への集客交通との供⽤不可能。 
  仮に併⽤するとすれば、港湾機能の停滞で、「外貿コンテナ船」の阪神港への⼊港が減少してしま 
  う。 まさに、「物流」と「観光・商業」の共倒れを招く危険性は⼤と⾔える。 
 
                                        以上 


